
 産学官民の連携により、南海トラフ地震から日本の経済と産業、地域社会と住民を守ることを目的に、内閣府 
と共催でハイレベルセッション「南海トラフ巨大地震へのソナエ」を開催しました。 

ハイレベルセッション「南海トラフ巨大地震へのソナエ」開催！ 

◎パネルディスカッション まとめ 
・中部の製造業の状況、企業の巨大地震対策  
・中小企業の防災・減災対策支援（BCP認定制度等）  
・国土強靭化に資する税制の整備、社会インフラ整備の加速 
 に関する提言 
・河川・道路・港湾等の防災・減災に対する取り組み 
・南海トラフ地震の新しいガイドライン策定と防災対応検討 
・行政・NPO・ボランティア等の三者連携による体制の強化 
・地震保険の仕組み及び加入促進に向けた取り組み 
→各主体が連携し、支援・受援を組み合わせた体制が必要 

日   時：令和元年10月20日（日）10:00～11:30 
会  場：名古屋コンベンションホール3階 メインホールA （名古屋市中村区） 
主  催：内閣府／南海トラフ地震対策中部圏戦略会議（事務局：中部地方整備局） 
参加者：約230名 
内  容：パネルディスカッション 
      テーマ①「南海トラフ地震に対し、日本の経済と産業を守る」 
      テーマ②「多様な主体の連携により、住民と地域社会を守る」 

 

満員の会場 

パネリスト（テーマ①） 
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名古屋大学減災連携研究センター長 
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パネリスト（テーマ②） 
内閣府（防災）参事官 
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